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１ 研究の背景と目的 

普段の生活において水はねの様子を見てみると，普通乗用車とトラックでは水はねの

大きさが異なるのではないかと考えた。過去の論文を探してみても車体の質量と水はね

の関係についての先行研究は見つからなかったため，今回の課題研究で調べてみること

にした。 

 

２ 仮説 

質量が大きくなるにつれ，水はねの量も増える。 

 

３ 方法 

実験１では自作の測定装置を使い，モデルの車体を坂から走らせる。走らせる際，車

体の始めの高さや水たまりの水量などを固定し車体の質量だけを変化させ，水たまりの

水はねの変化を見る。実験２では高さを変え，速度を計測し，実験１と同じ方法で実験

を行う。  

 

４ 結果 

実験１：車体の質量による変化は見られたが，比例関係は見られなかった。 

実験２：高さを増やしたため，全体的に水はねの量は増えた。速度は一定にならず，

比例関係が見られなかった。 

 

５ 考察 

重りをつけることによって重心の位置が変化し，結果に影響が出たと考えられる。 

    

６ 結論 

車の質量と水はねの関係は比例しない。 
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